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本研究領域は、上皮細胞が 3 次元的に管腔組織を形成する過程および維持機

構の解明とその破綻による疾患の理解を深めようとする研究提案である。多く

の器官形成過程において上皮管腔組織形成は共通して起きる現象であり、本研

究領域はこの管腔形成の基本原理の解明に挑む非常に興味深い提案として評価

できる。異なる 2 つの上皮管腔形成モデルでパターン化する試みは魅力的で説

得力がある。領域代表者のリーダーシップは高く評価でき、個々の計画研究代

表者も優れた実績を修めてきていることから、十分な成果が期待できる。 

 

 

 

 


